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１．事業概要

（１）

① 給　水
人

人
千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

④ 組　織

別添１－２

　　本別町　　　　　　　　　　　　事業経営戦略

団 体 名 ： 本　別　町

事 業 名 ： 簡易水道事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～ 年度

事業の現況

水 源 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

施 設 数
浄水場設置数

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

非適用
現在給水人口 1,257

有収水量密度 0.023

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 41 年 4 月 1 日 計画給水人口 2,306

1
管 路 延 長 133

千ｍ配水池設置数 5

21.95

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

家事用　　　～基本使用料：８㎥まで1,827円
　　　　　　　 ※老齢低所得世帯等について基本料金の1/3減額
　　　　　　　　（家事用２：８㎥まで1,218円）
　　　　　　　超過使用料：１㎥につき245円
家事営農兼用～基本使用料：15㎥まで1,827円
　　　　　　　超過使用料：１㎥につき245円、
              超過７㎥を超える分については１㎥につき129円
業務用　　　～基本使用料：15㎥まで4,204円
　　　　　　　超過使用料：１㎥につき291円
営農用　　　～１㎥につき129円　　　臨時用～１㎥につき570円
　　　　　　 （別表水道料金表にも記載）

施 設 能 力 3,028 ㎥／日 施 設 利 用 率

料金改定年月日
（ 消 費 税 の み の

改 定 は 含 ま な い ）
平 成 28 年 4 月 1 日

1

　建設水道課のうち、水道・簡易水道・下水道部門は課長職を除くと通常時９人で、それぞれの
業務を弾力的に兼務しながら担当しております。
　予算措置状況は簡易水道事業が３人となっておりますが、他部署の中途退職に伴う人事異動の
影響により、現在は２人となっております。

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他（湧水）

水 道

簡 易 水 道



（２）

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

2

これまでの主な経営健全化の取組

　平成16年より近隣の町村の動向や、本町の上水道事業と歩調を合わせながら、料金の改定を４
年に一度検討しております。
　管路については従来紙の図面にて管理していたものを、平成29年度より管路管理システムの導
入を行い、業務の簡略化を図っております。
　また、人口減少が続く中、機器更新の際には過大設備にならないよう、現在の人口規模に合わ
せた規模の機器の設置に努めております。

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業
三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

　収益的収支比率、施設利用率が類似団体と比しても低い状態であり、企業債残高対給水収益比
率は類似団体と同程度であるが、人口減の影響による給水収益の減少に伴う数値悪化が懸念され
ます。
　上水道事業と合わせた料金の見直しと、適正規模での管路・機械設備の計画的な更新など、経
営の効率化を徹底して行い、給水原価の引き下げに努めていかなければなりません。
　また、配水管については敷設年度が比較的新しいため、有収率は高い数値柄を維持しています
が、近年漏水事故が増えつつあり、経営状況を見ながら、適切な延命修繕、保守点検を行った上
で、上水道との統合等、給水区域の見直し案を計画しながら更新していく必要があると考えま
す。



簡易水道料金表

基本料金 超過料金

(税込) (1m3当たり・税込)

家事用(1) 8m3 1,827円 245円

家事用(2) 8m3 1,218円 245円

245円

ただし、超過水量が

7m3を超える量につ
いては129円

業務用 15m3 4,204円 291円

営農用 1m3当たり 129円

臨時用 1m3当たり 570円

備考　「家事用(2)」の対象世帯は、次の世帯とする。

1　生活保護法(昭和25年法律第144号)による保護世帯

2　町民税均等割以下の次の世帯(同一世帯内に町民税所得割以上の納税義務者がいる世帯は除く。)

(1)　母子及び父子並びに寡婦福祉法による母子世帯等

(2)　身体障害者福祉法施行規則別表第5号に定める1級及び2級に該当する者がいる世帯

(3)　65歳以上の独居老人及び世帯主が70歳以上の夫婦世帯

区分 基本水量 摘要

家事・営農兼用 8m3 1,827円

３



４

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

 急激な人口減少に対応するためには、人口規模に
見合った経営が重要と考える。収入の確保と投資
（工事等）のバランス、更に、安全・安心な水道水
を供給すると共に、経営戦略の策定や将来的な上水
道事業との統合も検討しながら、適正な経営に努め
たい。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　簡易水道の開始の年数が浅く、配水管も比較的新
しいため、有収率は高い数値柄を維持しているが、
近年漏水事故が増えつつあり、経営状況を見なが
ら、適切な延命修繕、保守点検を行った上での計画
的な更新工事が必要不可欠であると考える。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本町の簡易水道は人口密度の非常に低い地域の給
水を担っており、高齢化、人口減少、基幹産業であ
る農業を取巻く社会情勢の変化等の影響は大きく、
収益的収支比率、施設利用率が類似団体と比しても
低い状態である。
　企業債残高対給水収益比率類似団体と同程度であ
るが、人口減の影響による給水収益の減少に伴う数
値悪化が懸念される。
　今後は、上水道事業と合わせた料金の見直しと、
適正規模での管路・機械設備の計画的な更新など、
経営の効率化を徹底して行い、給水原価の引き下げ
に努めたい。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 17.43 4,767 1,257 95.31 13.19 【】

391.91 18.51 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ3当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km 2) 給水人口密度(人/km 2)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D4 非設置 7,254

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道　本別町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km 2) 人口密度(人/km 2)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.00 0.26 0.22

平均値 0.70 0.91 1.26 0.78 0.57

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 72.27 68.79 63.51 64.49 65.51

平均値 71.66 73.06 72.03 72.11 74.05
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0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値
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0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 1,576.20 1,550.75 1,586.32 1,524.42 1,442.51

平均値 1,462.56 1,486.62 1,510.14 1,595.62 1,302.33

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 51.04 47.22 43.34 43.50 45.26

平均値 32.39 24.39 22.67 37.92 40.89

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 348.60 384.17 412.55 439.67 417.30

平均値 530.83 734.18 789.62 423.18 383.20

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 22.41 21.54 21.41 21.09 21.95

平均値 50.49 48.36 48.70 46.90 47.95

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 90.07 91.42 90.80 89.42 90.47

平均値 74.21 75.24 74.96 74.63 74.90

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.76】 【1,141.75】

【74.25】【56.91】【292.18】【54.93】

【0.72】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし

３



５

グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

 急激な人口減少に対応するためには、人口規模に
見合った経営が重要と考える。収入の確保と投資
（工事等）のバランス、更に、安全・安心な水道水
を供給すると共に、経営戦略の策定や将来的な上水
道事業との統合も検討しながら、適正な経営に努め
たい。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　簡易水道の開始の年数が浅く、配水管も比較的新
しいため、有収率は高い数値柄を維持しているが、
近年漏水事故が増えつつあり、経営状況を見なが
ら、適切な延命修繕、保守点検を行った上での計画
的な更新工事が必要不可欠であると考える。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本町の簡易水道は人口密度の非常に低い地域の給
水を担っており、高齢化、人口減少、基幹産業であ
る農業を取巻く社会情勢の変化等の影響は大きく、
収益的収支比率、施設利用率が類似団体と比しても
低い状態である。
　企業債残高対給水収益比率類似団体と同程度であ
るが、人口減の影響による給水収益の減少に伴う数
値悪化が懸念される。
　今後は、上水道事業と合わせた料金の見直しと、
適正規模での管路・機械設備の計画的な更新など、
経営の効率化を徹底して行い、給水原価の引き下げ
に努めたい。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 17.43 4,767 1,257 95.31 13.19 【】

391.91 18.51 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ3当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km 2) 給水人口密度(人/km 2)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D4 非設置 7,254

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道　本別町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km 2) 人口密度(人/km 2)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.76】 【1,141.75】

【74.25】【56.91】【292.18】【54.93】

【0.72】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし

３ ３



２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

　簡易水道給水人口は、行政人口の過去の減少率が平均およそ1.9％の減少率であることか
ら、給水人口も同様に約1.9％ずつの減少と見込んでおります。給水戸数については未接続の
世帯もあり、今後も増加の可能性があることと、業務用の給水戸数の減少は人口減と比較し
て少ないことから、給水人口よりもゆるやかに減少すると考え、過去の平均も参考にし、約
0.5％ずつ減少していくと見込んでおります。
（資料１）

　水需要については給水人口予測と過去の実績をベースに少子高齢化等の影響などを考え、
家事用・業務用については毎年２％ずつ減少していくと見込みました。営農用については人
口減の影響はないものと考え、過去と同じ水量で推移していくものと見込み、全体では平均
約0.6％ずつ減少していくものと予想しました。
（資料２）

給水人口の予測

水需要の予測

料金収入の見通し

施設の見通し

組織の見通し

６

　料金収入についても水需要と連動するため、家事用・業務用については２％ずつ、営農用
については人口減の影響はないものと見込み、全体では平均0.9％ずつ減少していくものと予
想しました。また、現在４年に１度料金体系の見直しを行っていることから、平成32年度と
平成36年度に税抜きでそれぞれ約４％ずつ供給単価が上昇するように改定を見込みました
が、その時期の人口状況・給水量状況、そして近隣団体の料金改定の状況によっては改定率
の変動・延期（前倒し）の判断も必要になってくると考えております。
（資料２）

　施設及び機械装置については平成7～13年度頃に勇足地区、平成18～20年度頃に美里別地区
の設備投資を道営事業にて集中して行っております。
 施設の上屋等建築物については長期の使用に耐えますが、機械装置については更新サイクル
が早く、耐用年数通りに更新を行うと単年での投資が再び極端に変動してしまい、不安定な
経営の要因となってしまいますので、長期の更新計画の策定により、毎年一定の更新を行
い、なおかつ更新サイクルの長期化によるコスト削減に取り組む必要があると考えます。
　一方、管路については仙美里が昭和60年代、勇足・美里別が平成に入ってから敷設された
物が多くなっております（美里別に関しては平成９年に移管されたため、一部昭和年代もあ
り）。
　比較的管路が新しいという事もあり有収率は類似団体と比較して高いため、老朽管更新に
ついては上水道との統合等、給水区域の見直し案がある程度まとまってから計画していきた
いと考えております。
（資料３・４）

　簡易水道事業にて支出する人件費は３人（現在１人欠員中）であり、役職や年齢構成に
よって予算額が大きく上下するため、これを持って経営状況を判断するのは難しいと考えま
す。
'水道事業（４人）・下水道事業（３人）と合わせた全体で組織の規模を判断し、給水量（汚
水処理量）等事業の規模に応じた人員配置をしていかなければならないと考えております。
　当面は簡易水道事業・下水道事業の企業会計化に向けて事務系の人員は現在と同規模必要
であると見込みますが、企業会計化完了と水道・簡易水道の区域見直し・統合のプランが立
てられたタイミングにて、人員の見直しを検討します。



H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

H
3
6

H
3
7

H
3
8

H
3
9

H
4
0

7
,
9
3
9

7
,
7
6
3

7
,
6
8
0

7
,
5
1
8

7
,
3
8
8

7
,
2
1
2

7
,
0
7
5

6
,
9
4
1

6
,
8
0
9

6
,
6
8
0

6
,
5
5
3

6
,
4
2
8

6
,
3
0
6

6
,
1
8
6

6
,
0
6
8

5
,
9
5
3

5
,
8
4
0

△
 2

.2
2%

△
 1

.0
7%

△
 2

.1
1%

△
 1

.7
3%

△
 2

.3
8%

△
 1

.9
0%

△
 1

.8
9%

△
 1

.9
0%

△
 1

.8
9%

△
 1

.9
0%

△
 1

.9
1%

△
 1

.9
0%

△
 1

.9
0%

△
 1

.9
1%

△
 1

.9
0%

△
 1

.9
0%

3
,
7
5
3

3
,
7
1
7

3
,
7
2
7

3
,
7
1
4

3
,
7
0
3

3
,
6
7
9

3
,
6
5
3

3
,
5
4
0

3
,
5
1
5

3
,
4
9
0

3
,
4
6
6

3
,
4
4
2

3
,
4
1
8

3
,
3
9
4

3
,
3
7
0

3
,
3
9
4

3
,
3
7
0

△
 0

.9
6%

0.
27

%
△

 0
.3

5%
△

 0
.3

0%
△

 0
.6

5%
△

 0
.7

1%
△

 3
.0

9%
△

 0
.7

1%
△

 0
.7

1%
△

 0
.6

9%
△

 0
.6

9%
△

 0
.7

0%
△

 0
.7

0%
△

 0
.7

1%
0.

71
%

△
 0

.7
1%

1
,
3
1
2

1
,
2
8
2

1
,
2
5
9

1
,
2
4
4

1
,
2
5
8

1
,
2
5
7

1
,
2
3
3

1
,
2
1
0

1
,
1
8
7

1
,
1
6
4

1
,
1
4
2

1
,
1
2
0

1
,
0
9
9

1
,
0
7
8

1
,
0
5
8

1
,
0
3
8

1
,
0
1
8

△
 2

.2
9%

△
 1

.7
9%

△
 1

.1
9%

1.
13

%
△

 0
.0

8%
△

 1
.9

1%
△

 1
.8

7%
△

 1
.9

0%
△

 1
.9

4%
△

 1
.8

9%
△

 1
.9

3%
△

 1
.8

8%
△

 1
.9

1%
△

 1
.8

6%
△

 1
.8

9%
△

 1
.9

3%

4
4
8

4
3
8

4
3
8

4
3
7

4
4
1

4
5
2

4
5
0

4
4
8

4
4
6

4
4
4

4
4
2

4
4
0

4
3
8

4
3
6

4
3
4

4
3
2

4
3
0

△
 2

.2
3%

0.
00

%
△

 0
.2

3%
0.

92
%

2.
49

%
△

 0
.4

4%
△

 0
.4

4%
△

 0
.4

5%
△

 0
.4

5%
△

 0
.4

5%
△

 0
.4

5%
△

 0
.4

5%
△

 0
.4

6%
△

 0
.4

6%
△

 0
.4

6%
△

 0
.4

6%

７

給
水

戸
数

（戸
）

　
簡

易
水

道
給

水
人

口
は

、
行

政
人

口
の

過
去

の
減

少
率

が
平

均
お

よ
そ

1
.9

％
の

減
少

率
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
給

水
人

口
も

同
様

に
約

1
.9

％
ず

つ
の

減
少

と
見

込
ん

で
お

り
ま

す
。

給
水

戸
数

に
つ

い
て

は
未

接
続

の
世

帯
も

あ
り

、
今

後
も

増
加

の
可

能
性

が
あ

る
こ

と
と

、
業

務
用

の
給

水
戸

数
の

減
少

は
人

口
減

と
比

較
し

て
少

な
い

こ
と

か
ら

、
給

水
人

口
よ

り
も

ゆ
る

や
か

に
減

少
す

る
と

考
え

、
過

去
の

平
均

も
参

考
に

し
、

約
0
.5

％
ず

つ
減

少
し

て
い

く
と

見
込

ん
で

お
り

ま
す

。

資
料

１

町
全

体
人

口
(人

）

町
全

体
世

帯
数

（戸
）

給
水

人
口

（人
）

0

30
0

60
0

90
0

1,
20
0

1,
50
0

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

H
3
6

H
3
7

H
3
8

H
3
9

H
4
0

町
全

体
人

口
…

町
全

体
世

帯
数

…
給

水
戸

数
…

給
水

人
口

…

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

8,
00
0

人
口

と
戸

数
の

推
移

（見
込

）
（

人
：

戸
）



水
量
・
使
用
料
見
込

年
度

供
給

単
価

（
税

抜
き

：
円

）
税

抜
き

決
算

（円
）

H
2
4

7
,
8
2
0

増
減

前
年

比
2
3
0
,
8
3
6

増
減

前
年

比
4
0
,
8
3
4
,
9
5
7

増
減

前
年

比
1
6
8
.4

8
3
8
,
8
9
0
,
4
3
5

H
2
5

7
,
6
3
5

△
 
1
8
5

△
 2

.3
7
%

2
2
4
,
3
3
1

△
 
6
,
5
0
5

△
 2

.8
2
%

3
9
,
6
7
3
,
0
1
1

△
 
1
,
1
6
1
,
9
4
6

△
 2

.8
5
%

1
6
8
.4

3
3
7
,
7
8
3
,
8
2
0

H
2
6

7
,
7
1
1

7
6

1
.0

0
%

2
1
6
,
7
8
8

△
 
7
,
5
4
3

△
 3

.3
6
%

3
9
,
5
2
4
,
2
3
6

△
 
1
4
8
,
7
7
5

△
 0

.3
8
%

1
7
3
.6

4
3
7
,
6
4
2
,
1
3
0

H
2
7

7
,
6
9
0

△
 
2
1

△
 0

.2
7
%

2
1
5
,
3
7
0

△
 
1
,
4
1
8

△
 0

.6
5
%

3
8
,
5
8
1
,
0
2
2

△
 
9
4
3
,
2
1
4

△
 2

.3
9
%

1
7
0
.6

1
3
6
,
7
4
3
,
8
3
0

H
2
8

7
,
5
0
6

△
 
1
8
4

△
 2

.3
9
%

2
1
1
,
9
3
4

△
 
3
,
4
3
6

△
 1

.6
0
%

3
9
,
9
0
0
,
4
0
9

1
,
3
1
9
,
3
8
7

3
.4

2
%

1
7
4
.3

2
3
8
,
0
0
0
,
3
9
0

H
2
9

7
,
4
8
3

△
 
2
3

△
 0

.3
1
%

2
1
9
,
4
3
6

7
,
5
0
2

3
.5

4
%

4
1
,
4
9
5
,
0
5
1

1
,
5
9
4
,
6
4
2

4
.0

0
%

1
7
5
.0

9
3
9
,
5
1
9
,
0
9
6

H
3
0

7
,
4
4
1

△
 
4
2

△
 0

.5
6
%

2
1
6
,
1
9
8

△
 
3
,
2
3
8

△
 1

.4
8
%

4
1
,
1
8
9
,
5
2
6

△
 
3
0
5
,
5
2
5

△
 0

.7
4
%

1
7
6
.4

1
3
9
,
2
2
8
,
1
2
0

H
3
1

7
,
4
0
6

△
 
3
5

△
 0

.4
7
%

2
1
2
,
4
6
4

△
 
3
,
7
3
4

△
 1

.7
3
%

4
0
,
2
3
1
,
5
1
8

△
 
9
5
8
,
0
0
8

△
 2

.3
3
%

1
7
5
.3

3
3
8
,
3
1
5
,
7
3
1

H
3
2

7
,
3
7
1

△
 
3
5

△
 0

.4
7
%

2
1
0
,
9
8
6

△
 
1
,
4
7
8

△
 0

.7
0
%

4
2
,
2
4
3
,
3
3
5

2
,
0
1
1
,
8
1
7

5
.0

0
%

1
8
5
.3

9
4
0
,
2
3
1
,
7
4
8

H
3
3

7
,
3
3
6

△
 
3
5

△
 0

.4
7
%

2
0
9
,
5
3
9

△
 
1
,
4
4
7

△
 0

.6
9
%

4
1
,
8
2
9
,
8
4
2

△
 
4
1
3
,
4
9
3

△
 0

.9
8
%

1
8
4
.8

4
3
9
,
8
3
7
,
9
4
5

H
3
4

7
,
3
0
1

△
 
3
5

△
 0

.4
8
%

2
0
8
,
1
2
0

△
 
1
,
4
1
9

△
 0

.6
8
%

4
1
,
4
2
4
,
3
5
5

△
 
4
0
5
,
4
8
7

△
 0

.9
7
%

1
8
4
.3

0
3
9
,
4
5
1
,
7
6
7

H
3
5

7
,
2
6
6

△
 
3
5

△
 0

.4
8
%

2
0
6
,
7
2
9

△
 
1
,
3
9
1

△
 0

.6
7
%

4
1
,
0
2
6
,
8
6
9

△
 
3
9
7
,
4
8
6

△
 0

.9
6
%

1
8
3
.7

6
3
9
,
0
7
3
,
2
0
9

H
3
6

7
,
2
3
1

△
 
3
5

△
 0

.4
8
%

2
0
5
,
3
6
7

△
 
1
,
3
6
2

△
 0

.6
6
%

4
2
,
2
4
6
,
9
8
8

1
,
2
2
0
,
1
1
9

2
.9

7
%

1
9
0
.4

8
4
0
,
2
3
5
,
2
2
7

H
3
7

7
,
1
9
6

△
 
3
5

△
 0

.4
8
%

2
0
4
,
0
3
2

△
 
1
,
3
3
5

△
 0

.6
5
%

4
1
,
8
5
4
,
9
8
9

△
 
3
9
1
,
9
9
9

△
 0

.9
3
%

1
8
9
.9

4
3
9
,
8
6
1
,
8
9
4

H
3
8

7
,
1
6
2

△
 
3
4

△
 0

.4
7
%

2
0
2
,
7
2
3

△
 
1
,
3
0
9

△
 0

.6
4
%

4
1
,
4
7
0
,
6
2
4

△
 
3
8
4
,
3
6
5

△
 0

.9
2
%

1
8
9
.4

1
3
9
,
4
9
5
,
8
3
2

H
3
9

7
,
1
2
9

△
 
3
3

△
 0

.4
6
%

2
0
1
,
4
4
0

△
 
1
,
2
8
3

△
 0

.6
3
%

4
1
,
0
9
3
,
8
9
0

△
 
3
7
6
,
7
3
4

△
 0

.9
1
%

1
8
8
.8

9
3
9
,
1
3
7
,
0
3
8

H
4
0

7
,
0
9
6

△
 
3
3

△
 0

.4
6
%

2
0
0
,
1
8
2

△
 
1
,
2
5
8

△
 0

.6
2
%

4
0
,
7
2
4
,
5
0
0

△
 
3
6
9
,
3
9
0

△
 0

.9
0
%

1
8
8
.3

7
3
8
,
7
8
5
,
2
3
8

　
料

金
収

入
に

つ
い

て
も

水
需

要
と

連
動

す
る

た
め

、
家

事
用

・
業

務
用

に
つ

い
て

は
２

％
ず

つ
、

営
農

用
に

つ
い

て
は

人
口

減
の

影
響

は
な

い
も

の
と

見
込

み
、

全
体

で
は

平
均

0
.
9
％

ず
つ

減
少

し
て

い
く

も
の

と
予

想
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

現
在

４
年

に
１

度
料

金
体

系
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

平
成

3
2
年

度
と

平
成

3
6
年

度
に

税
抜

き
で

そ
れ

ぞ
れ

約
４

％
ず

つ
供

給
単

価
が

上
昇

す
る

よ
う

に
改

定
を

見
込

み
ま

し
た

が
、

そ
の

時
期

の
人

口
状

況
・

給
水

量
状

況
、

そ
し

て
近

隣
団

体
の

料
金

改
定

の
状

況
に

よ
っ

て
は

改
定

率
の

変
動

・
延

期
（

前
倒

し
）

の
判

断
も

必
要

に
な

っ
て

く
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

８

資
料

２

年
間

件
数

（
件

）
年

間
水

量
（
㎥

）
簡

易
水

道
料

金
決

算
（
税

込
み

：
円

）

　
水

需
要

に
つ

い
て

は
給

水
人

口
予

測
と

過
去

の
実

績
を

ベ
ー

ス
に

少
子

高
齢

化
等

の
影

響
な

ど
を

考
え

、
家

事
用

・
業

務
用

に
つ

い
て

は
毎

年
２

％
ず

つ
減

少
し

て
い

く
と

見
込

み
ま

し
た

。
　

営
農

用
に

つ
い

て
は

人
口

減
の

影
響

は
な

い
も

の
と

考
え

、
過

去
と

同
じ

水
量

で
推

移
し

て
い

く
も

の
と

見
込

み
、

全
体

で
は

平
均

約
0
.
6
％

ず
つ

減
少

し
て

い
く

も
の

と
予

想
し

ま
し

た
。



資　料　３

 施設及び機械装置については平成7～13年度頃に勇足地区、平成18～20年度頃に美里別地区の
設備投資を道営事業にて集中して行っております。
 施設の上屋等建築物については長期の使用に耐えますが、機械装置については更新サイクル
が早く、耐用年数通りに更新を行うと単年での投資が再び極端に変動してしまい、不安定な経
営の要因となってしまいますので、長期の更新計画の策定により、毎年一定の更新を行い、な
おかつ更新サイクルの長期化によるコスト削減に取り組む必要があると考えます。
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管路の敷設状況

勇足簡易水道

仙美里簡易水道

美里別簡易水道

　管路については仙美里が昭和60年代、勇足・美里別が平成に入ってから敷設された物が多くなっ
ております（美里別に関しては平成９年に移管されたため、一部昭和年代もあり）。
　比較的管路が新しいという事もあり有収率は類似団体と比較して高いため、老朽管更新について
は上水道との統合等、給水区域の見直し案がある程度まとまってから計画していきたいと考えてお
ります。
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３．経営の基本方針

　給水人口の減に伴う料金収入の減と、近年の機械装置の更新の影響による企業債
償還増に伴い、当事業は除々に経営が悪化すると見込まれます。
　よって、当面の期間は一般会計からある程度の繰入れを受けながら投資を抑制
し、企業債償還の平準化に努めます。
一方減少を続ける料金収入についても、経常経費の削減を図りながら近隣町村や同
規模団体の料金体系とも比較しながら随時改定を実施し、給水原価と供給単価の乖
離の抑制に努めます。
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

12

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標
計画的な投資により、施設の安定・安全性を確保しつつ
将来負担の上昇を抑え、経営の圧迫を最小限に留める。

　平成４～20年頃にかけて、簡易水道施設は道営事業にて集中的な投資を行いましたが、更
新時期に再び大規模な事業を行うのではなく、長期の使用に耐えうる施設・機器等は極力長
寿命化に努め、毎年の事業費を１千～１千５百万円程度に抑え、企業債償還や地方公営企業
法適用の際に算定される減価償却費の急激な増減を避け、費用の軽減・平準化に努めます。

※収支計画の策定に当たって反映した取組

　　・給水人口・給水量の動態に合わせた適正な規模の設備投資
　　・データの電子化・集中管理による施設の簡素化・統合
　　・施設の長寿命化による更新コストダウン
    ・メリット・デメリットを議論した上での上水道事業との事業統合検討
　　・行き過ぎたコストカットによる給水の安定・安全性の悪化は避ける

②　収支計画のうち財源についての説明

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

　料金収入については、管内町村・類似団体の状況とも比較しながら、給水原価の上昇に合
わせて料金改定を実施していきます。繰入金については一般会計の理解を得ながらの一定の
繰入により経営の建て直しを図り、将来的には繰入額を徐々に減らしていきます。
　また、投資的経費の財源は基本的に企業債となりますが、将来負担の増を避けるため、安
易な事業費の増は避け、有効な国庫補助制度がある場合は積極的な活用をしながら、経営規
模に見合った投資計画を立てていきます。

※収支計画の策定に当たって反映した財源確保の取組

　　・適正な時期での料金体系見直しの実施
　　・将来的な減額を計画しながらの一般会計からの補助・出資等の支援
　　・企業債償還額の増大の抑制のため、適正な借入れの算定

　投資以外の経費については委託料内の人件費・燃料費の上昇等を注視しながら、適正な規
模での運営に努め、ダウンサイジングによる運転費の減、将来の人員見直し、上水道とリン
クした給水区域の見直しなど、長期的視点に立ったコストカットをしながら給水原価の削減
に努めます。

※収支計画の策定に当たって反映した経費削減の取組

　　・適正な委託料積算
　　・大規模故障発生防止のための先行修繕
　　・ダウンサイジングによる動力費の削減

目 標

管内状況等を注視しながら適正な利用者負担を求め、企業債
等の安易な発行による将来負担増は避けていき、経常経費と
共に長期的視点に立ったコストの削減に取り組む。



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資について検討状況等

施設・設備の長寿命化
等 の 投 資 の 平 準 化

　各施設とも耐用年数経過即更新ではなく、事業運営に支障が出
ないのを前提に計画的な老朽箇所のピンポイント修繕、部品調達
が可能な期間の間は稼動させるなど、長期の使用に耐えるように
努めます。

広 域 化

　他町村との広域化は長大な給水管接続等のコスト等、課題が多
く早期の実現は難しいと考えますが、町内簡易水道と上水道の統
合・区域見直しについては、自然流下により給水できる区域の
増、取水・浄水に費用がかかる施設の縮小化などは維持管理費・
今後の更新費用の減少が期待できるため、積極的な検討を進めて
いきたいと考えております。

そ の 他 の 取 組
　平成30年度に水道ビジョンが完了、平成31年度にアセットマネ
ジメントの策定が完了予定であり、経営戦略とリンクしながら長
期的な投資計画を練っていきます。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け

施設・設備の廃止・統合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　配水管については給水区域の縮小、管路廃止等は難しい状況で
ありますが、機械装置類について人口規模に合わせた適正な規模
の設備、または各簡易水道間・上水道間の給水区域の見直しなど
も行い、ランニングコストの軽減に努めます。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　管路情報の電子データ化、流入量・配水量等各データの集中管
理などにより施設の簡素化・統合等に努めます。

民間の資金・ノウハウ
等 の 活 用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

　民間の活用については、一般会計からの繰入に頼っている現状
から、脆弱な経営状態での長期的な民間資本参入は難しいものと
考えております。
　また、災害時においては水道のみならず各公共施設にて横断的
な対応を行っている点からも、現時点では公共において一定の責
任を負わなければならないと考えます。
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②　財源について検討状況等

料 金

　人口減による料金収入減は明らかである状況の中、１人当たり
の給水原価の増も避けられません。よって、料金値上げによる相
応の負担も利用者にお願いしていかなければならないと考えてお
ります。
　現在は４年に一度の料金見直しを行っておりますが、改定ペー
スは守りつつ、管内町村や類似団体の料金体系とも比較しなが
ら、大きな不公平感が出ないような算定に努めます。

企 業 債

　近年、機械装置の更新が続いており、企業債償還が平成34～35
年頃にピークを迎えると予測しております。
　今後は償還額が一定期間に集中しないように投資の平準化及び
各施設の長寿命化により、経営の安定化を図ります。

繰 入 金

　上記の企業債償還の増大により、本算定期間中は繰入額が一時
増大する見込みでありますが、建設改良費の平準化によりゆるや
かな減額を目指します。
　また、本来であれば基準内以外の繰入は求めるべきではありま
せんが、福祉対策・農業振興対策により低料金で算定している家
事用２・家事営農用・営農用の補てん分を除き、将来的な基準外
繰入金ゼロ経営を目指します。

資産の有効活用等によ
る

収 入 増 加 の 取 組

　本事業においては水道事業に関わるもの以外の固定資産は所有
しておらず、資産活用による運用益を得るのは難しいと考えてお
ります。

そ の 他 の 取 組
　有効な補助制度等がある場合は積極的な活用をし、財源の確保
に努めます。

*2　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など
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③　投資以外の経費についての検討状況等

動 力 費
　動力費については、電機機械設備等の更新時期に適正なダウン
サイジングを行い、稼動に伴う電力・燃料費等の削減を図りま
す。

委 託 料

　各委託料の算定の主なものは人件費であり、昨今の人件費高騰
の状況から経費削減等は難しい状況でありますが、電子化・集中
管理化によるコスト減に伴うものはきちんと必要経費減に反映
し、積算していきます。

修 繕 費

　施設の長期使用により、修繕費が莫大に増えるのは経営に大き
な影響を与えるため、対処修繕ばかりではなく、各機械の負荷箇
所の先行修繕・管路の漏水調査など予防策を取りながら経費の削
減に努めます。

職 員 給 与 費

　水道事業・下水道事業と合わせた全体で組織の規模を判断し、
給水量（汚水処理量）等事業の規模に応じた人員配置をしていか
なければならず、当面は簡易水道事業・下水道事業の企業会計化
に向けて事務系の人員は現在と同規模必要であると見込みます
が、企業会計化完了と水道・簡易水道の区域見直し・統合のプラ
ンが立てられたタイミングにて、人員の見直しを検討します。

そ の 他 の 取 組
　水道ビジョン・アセットマネジメント等長期計画をベースに適
正な経費の算定に努めます。
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,1

78
△

 2
,9

73
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00

1
(F

)
69

,8
96

68
,2

20
51

,5
16

65
,1

97
56

,8
35

56
,7

92
57

,9
87

59
,8

80
67

,5
46

63
,4

16
53

,2
43

49
,9

21
47

,8
88

（
１

）
25

,2
00

18
,6

00
13

,1
00

11
,1

00
13

,0
00

13
,5

00
13

,5
00

13
,5

00
13

,5
00

13
,5

00
13

,5
00

13
,5

00
13

,5
00

（
２

）
43

,0
14

45
,8

45
37

,3
75

50
,1

97
43

,8
35

43
,2

92
44

,4
87

46
,3

80
54

,0
46

49
,9

16
39

,7
43

36
,4

21
34

,3
88

（
３

）

（
４

）

（
５

）

（
６

）
1,

68
2

3,
77

5
1,

04
1

3,
90

0

（
７

）

２
(G

)
65

,1
42

65
,4

10
51

,8
42

63
,6

97
55

,3
35

55
,2

92
56

,4
87

58
,3

80
66

,0
46

61
,9

16
51

,7
43

48
,4

21
46

,3
88

（
１

）
36

,7
73

36
,8

00
21

,5
51

27
,4

12
16

,8
00

16
,0

50
17

,3
00

19
,3

00
26

,7
00

23
,4

00
17

,0
00

17
,6

00
17

,3
00

（
２

）
(H

)
28

,3
69

28
,6

10
30

,2
91

36
,2

85
38

,5
35

39
,2

42
39

,1
87

39
,0

80
39

,3
46

38
,5

16
34

,7
43

30
,8

21
29

,0
88

（
３

）

（
４

）

（
５

）

３
(I

)
4,

75
4

2,
81

0
△

 3
26

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

(J
)

57
6

△
 1

63
△

 1
,8

26

(K
)

(L
)

1,
86

5
2,

44
0

2,
27

6
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0

(M
)

(N
)

2,
44

1
2,

27
7

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

(O
)

(P
)

2,
44

1
2,

27
7

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

(Q
)

(Q
)

(B
)-

(C
)

(A
)

(D
)+

(H
)

(S
)

40
,5

05
41

,6
10

41
,4

39
40

,4
88

42
,3

93
41

,9
80

41
,5

74
41

,1
77

42
,3

97
42

,0
04

41
,6

20
41

,2
44

40
,8

75

（
T)

(U
)

(V
)

(W
)

(X
)

60
7,

78
5

59
7,

77
5

58
0,

58
4

55
5,

40
0

52
9,

86
5

50
4,

12
3

47
8,

43
6

45
2,

85
6

42
7,

01
0

40
1,

99
4

38
0,

75
1

36
3,

43
0

34
7,

84
2

○
他

会
計

繰
入

金
（

単
位

：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

　
度

前
々

年
度

前
年

度

区
分

（
20
18
年
度
）

（
20
19
年
度
）

（
20
20
年
度
）

（
20
21
年
度
）

（
20
22
年
度
）

（
20
23
年
度
）

（
20
24
年
度
）

（
20
25
年
度
）

（
20
26
年
度
）

（
20
27
年
度
）

（
20
28
年
度
）

18
,6

04
18

,3
77

12
,0

29
15

,2
31

15
,1

29
15

,1
52

14
,3

29
14

,5
68

13
,2

65
12

,2
22

12
,4

94
12

,9
05

12
,8

42

6,
13

5
5,

73
3

5,
39

1
5,

19
8

4,
82

2
4,

52
1

4,
21

7
3,

92
5

3,
64

7
3,

38
2

3,
13

0
2,

90
1

2,
68

8

12
,4

69
12

,6
44

6,
63

8
10

,0
33

10
,3

07
10

,6
31

10
,1

12
10

,6
43

9,
61

8
8,

84
0

9,
36

4
10

,0
04

10
,1

54

43
,0

14
45

,8
45

37
,3

75
50

,1
97

43
,8

35
43

,2
92

44
,4

87
46

,3
80

54
,0

46
49

,9
16

39
,7

43
36

,4
21

34
,3

88

14
,1

84
14

,3
04

15
,1

46
18

,1
43

19
,2

68
19

,6
21

19
,5

94
19

,5
40

19
,6

73
19

,2
58

17
,3

72
15

,4
11

14
,5

44

28
,8

30
31

,5
41

22
,2

29
32

,0
54

24
,5

67
23

,6
71

24
,8

93
26

,8
40

34
,3

73
30

,6
58

22
,3

71
21

,0
10

19
,8

44

61
,6

18
64

,2
22

49
,4

04
65

,4
28

58
,9

64
58

,4
44

58
,8

16
60

,9
48

67
,3

11
62

,1
38

52
,2

37
49

,3
26

47
,2

30

41
,2

99
44

,1
85

28
,8

67
42

,0
87

34
,8

74
34

,3
02

35
,0

05
37

,4
83

43
,9

91
39

,4
98

31
,7

35
31

,0
14

29
,9

98

39
年

度

資 本 的 収 入

そ
の

他

営
業

外
収

益

う
ち

基
準

外
繰

入
金

投
資

・
財

政
計

画
（

収
支

計
画

）

40
年

度

収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 収 入

総
収

益

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

30
年

度
31

年
度

32
年

度
33

年
度

34
年

度
35

年
度

収 益 的 支 出

総
費

用

営
業

費
用

職
員

給
与

費

36
年

度
38

年
度

資 　 本 　 的 　 収 　 支
資 本 的 支 出

実
質

収
支

黒
字

(N
)-

(O
)

赤
字

収
支

再
差

引
(E

)+
(I

)

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

そ
の

他

収
支

差
引

(F
)-

(G
)

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
金

返
還

金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

そ
の

他

資
本

的
収

入

収
益

的
収

支
比

率
（

×
10

0
）

64
.4

9
65

.5
1

赤
字

比
率

（
×

10
0

）

57
.6

8
59

.8
9

62
.6

2
63

.7
2

地
方

財
政

法
施

行
令

第
16

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
(R

)

62
.7

1
59

.5
9

58
.9

6
58

.3
7

57
.8

8
57

.8
7

39
年

度
40

年
度

収
益

的
収

支
分

30
年

度
31

年
度

32
年

度
33

年
度

34
年

度

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B

)-
(C

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
((

R)
/(

S)
×

10
0)

（
決

算
）

決
算

見
込

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

35
年

度
36

年
度

38
年

度

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

収
支

差
引

(A
)-

(D
)

営
業

外
費

用

支
払

利
息

他
会

計
繰

入
金

そ
の

他

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

地
方

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

37
年

度

57
.5

4

37
年

度

(J
)-

(K
)+

(L
)-

(M
)

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

地
方

債
残

高

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
22

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率(（

T）
/（

V）
×

10
0)

他
会

計
借

入
金

残
高

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源



17

様
式

第
2号

（
法

非
適

用
企

業
）

（
単

位
：

千
円

，
％

）
年

　
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

 年
 度

決
算

決
算

見
込

区
分

28
年

度
29

年
度

（
20
18
年
度
）

（
20
19
年
度
）

（
20
20
年
度
）

（
20
21
年
度
）

（
20
22
年
度
）

（
20
23
年
度
）

（
20
24
年
度
）

（
20
25
年
度
）

（
20
26
年
度
）

（
20
27
年
度
）

（
20
28
年
度
）

1
(A

)
59

,1
09

59
,9

87
53

,4
68

55
,7

19
57

,5
22

57
,1

32
55

,9
03

55
,7

45
55

,6
62

54
,2

26
54

,1
14

54
,1

49
53

,7
17

（
１

）
(B

)
40

,5
05

41
,6

10
41

,4
39

40
,4

88
42

,3
93

41
,9

80
41

,5
74

41
,1

77
42

,3
97

42
,0

04
41

,6
20

41
,2

44
40

,8
75

ア
39

,8
70

41
,4

40
41

,1
90

40
,2

32
42

,2
43

41
,8

30
41

,4
24

41
,0

27
42

,2
47

41
,8

54
41

,4
70

41
,0

94
40

,7
25

イ
(C

)

ウ
63

5
17

0
24

9
25

6
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0

（
２

）
18

,6
04

18
,3

77
12

,0
29

15
,2

31
15

,1
29

15
,1

52
14

,3
29

14
,5

68
13

,2
65

12
,2

22
12

,4
94

12
,9

05
12

,8
42

ア
18

,6
04

18
,3

77
12

,0
29

15
,2

31
15

,1
29

15
,1

52
14

,3
29

14
,5

68
13

,2
65

12
,2

22
12

,4
94

12
,9

05
12

,8
42

イ

２
(D

)
63

,2
87

62
,9

60
54

,9
68

57
,2

19
59

,0
22

58
,6

32
57

,4
03

57
,2

45
57

,1
62

55
,7

26
55

,6
14

55
,6

49
55

,2
17

（
１

）
51

,0
17

51
,4

92
44

,1
87

46
,8

24
49

,3
78

49
,5

91
48

,9
70

49
,3

96
49

,8
69

48
,9

62
49

,3
55

49
,8

48
49

,8
41

ア
20

,9
06

21
,1

06
15

,1
35

17
,1

94
18

,9
85

19
,1

85
18

,5
94

19
,0

20
19

,5
00

18
,6

00
19

,0
00

19
,5

00
19

,5
00

イ
30

,1
11

30
,3

86
29

,0
52

29
,6

30
30

,3
93

30
,4

06
30

,3
76

30
,3

76
30

,3
69

30
,3

62
30

,3
55

30
,3

48
30

,3
41

（
２

）
12

,2
70

11
,4

68
10

,7
81

10
,3

95
9,

64
4

9,
04

1
8,

43
3

7,
84

9
7,

29
3

6,
76

4
6,

25
9

5,
80

1
5,

37
6

ア
12

,2
70

11
,4

68
10

,7
81

10
,3

95
9,

64
4

9,
04

1
8,

43
3

7,
84

9
7,

29
3

6,
76

4
6,

25
9

5,
80

1
5,

37
6

イ

３
(E

)
△

 4
,1

78
△

 2
,9

73
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00
△

 1
,5

00

1
(F

)
69

,8
96

68
,2

20
51

,5
16

65
,1

97
56

,8
35

56
,7

92
57

,9
87

59
,8

80
67

,5
46

63
,4

16
53

,2
43

49
,9

21
47

,8
88

（
１

）
25

,2
00

18
,6

00
13

,1
00

11
,1

00
13

,0
00

13
,5

00
13

,5
00

13
,5

00
13

,5
00

13
,5

00
13

,5
00

13
,5

00
13

,5
00

（
２

）
43

,0
14

45
,8

45
37

,3
75

50
,1

97
43

,8
35

43
,2

92
44

,4
87

46
,3

80
54

,0
46

49
,9

16
39

,7
43

36
,4

21
34

,3
88

（
３

）

（
４

）

（
５

）

（
６

）
1,

68
2

3,
77

5
1,

04
1

3,
90

0

（
７

）

２
(G

)
65

,1
42

65
,4

10
51

,8
42

63
,6

97
55

,3
35

55
,2

92
56

,4
87

58
,3

80
66

,0
46

61
,9

16
51

,7
43

48
,4

21
46

,3
88

（
１

）
36

,7
73

36
,8

00
21

,5
51

27
,4

12
16

,8
00

16
,0

50
17

,3
00

19
,3

00
26

,7
00

23
,4

00
17

,0
00

17
,6

00
17

,3
00

（
２

）
(H

)
28

,3
69

28
,6

10
30

,2
91

36
,2

85
38

,5
35

39
,2

42
39

,1
87

39
,0

80
39

,3
46

38
,5

16
34

,7
43

30
,8

21
29

,0
88

（
３

）

（
４

）

（
５

）

３
(I

)
4,

75
4

2,
81

0
△

 3
26

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0
1,

50
0

(J
)

57
6

△
 1

63
△

 1
,8

26

(K
)

(L
)

1,
86

5
2,

44
0

2,
27

6
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0
45

0

(M
)

(N
)

2,
44

1
2,

27
7

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

(O
)

(P
)

2,
44

1
2,

27
7

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

45
0

(Q
)

(Q
)

(B
)-

(C
)

(A
)

(D
)+

(H
)

(S
)

40
,5

05
41

,6
10

41
,4

39
40

,4
88

42
,3

93
41

,9
80

41
,5

74
41

,1
77

42
,3

97
42

,0
04

41
,6

20
41

,2
44

40
,8

75

（
T)

(U
)

(V
)

(W
)

(X
)

60
7,

78
5

59
7,

77
5

58
0,

58
4

55
5,

40
0

52
9,

86
5

50
4,

12
3

47
8,

43
6

45
2,

85
6

42
7,

01
0

40
1,

99
4

38
0,

75
1

36
3,

43
0

34
7,

84
2

○
他

会
計

繰
入

金
（

単
位

：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

　
度

前
々

年
度

前
年

度

区
分

（
20
18
年
度
）

（
20
19
年
度
）

（
20
20
年
度
）

（
20
21
年
度
）

（
20
22
年
度
）

（
20
23
年
度
）

（
20
24
年
度
）

（
20
25
年
度
）

（
20
26
年
度
）

（
20
27
年
度
）

（
20
28
年
度
）

18
,6

04
18

,3
77

12
,0

29
15

,2
31

15
,1

29
15

,1
52

14
,3

29
14

,5
68

13
,2

65
12

,2
22

12
,4

94
12

,9
05

12
,8

42

6,
13

5
5,

73
3

5,
39

1
5,

19
8

4,
82

2
4,

52
1

4,
21

7
3,

92
5

3,
64

7
3,

38
2

3,
13

0
2,

90
1

2,
68

8

12
,4

69
12

,6
44

6,
63

8
10

,0
33

10
,3

07
10

,6
31

10
,1

12
10

,6
43

9,
61

8
8,

84
0

9,
36

4
10

,0
04

10
,1

54

43
,0

14
45

,8
45

37
,3

75
50

,1
97

43
,8

35
43

,2
92

44
,4

87
46

,3
80

54
,0

46
49

,9
16

39
,7

43
36

,4
21

34
,3

88

14
,1

84
14

,3
04

15
,1

46
18

,1
43

19
,2

68
19

,6
21

19
,5

94
19

,5
40

19
,6

73
19

,2
58

17
,3

72
15

,4
11

14
,5

44

28
,8

30
31

,5
41

22
,2

29
32

,0
54

24
,5

67
23

,6
71

24
,8

93
26

,8
40

34
,3

73
30

,6
58

22
,3

71
21

,0
10

19
,8

44

61
,6

18
64

,2
22

49
,4

04
65

,4
28

58
,9

64
58

,4
44

58
,8

16
60

,9
48

67
,3

11
62

,1
38

52
,2

37
49

,3
26

47
,2

30

41
,2

99
44

,1
85

28
,8

67
42

,0
87

34
,8

74
34

,3
02

35
,0

05
37

,4
83

43
,9

91
39

,4
98

31
,7

35
31

,0
14

29
,9

98

39
年

度

資 本 的 収 入

そ
の

他

営
業

外
収

益

う
ち

基
準

外
繰

入
金

投
資

・
財

政
計

画
（

収
支

計
画

）

40
年

度

収 　 益 　 的 　 収 　 支

収 益 的 収 入

総
収

益

営
業

収
益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

30
年

度
31

年
度

32
年

度
33

年
度

34
年

度
35

年
度

収 益 的 支 出

総
費

用

営
業

費
用

職
員

給
与

費

36
年

度
38

年
度

資 　 本 　 的 　 収 　 支
資 本 的 支 出

実
質

収
支

黒
字

(N
)-

(O
)

赤
字

収
支

再
差

引
(E

)+
(I

)

積
立

金

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

そ
の

他

収
支

差
引

(F
)-

(G
)

資
本

的
支

出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

地
方

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
金

返
還

金

他
会

計
へ

の
繰

出
金

そ
の

他

資
本

的
収

入

収
益

的
収

支
比

率
（

×
10

0
）

64
.4

9
65

.5
1

赤
字

比
率

（
×

10
0

）

57
.6

8
59

.8
9

62
.6

2
63

.7
2

地
方

財
政

法
施

行
令

第
16

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
(R

)

62
.7

1
59

.5
9

58
.9

6
58

.3
7

57
.8

8
57

.8
7

39
年

度
40

年
度

収
益

的
収

支
分

30
年

度
31

年
度

32
年

度
33

年
度

34
年

度

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(B

)-
(C

)

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
((

R)
/(

S)
×

10
0)

（
決

算
）

決
算

見
込

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

35
年

度
36

年
度

38
年

度

う
ち

一
時

借
入

金
利

息

そ
の

他

収
支

差
引

(A
)-

(D
)

営
業

外
費

用

支
払

利
息

他
会

計
繰

入
金

そ
の

他

う
ち

退
職

手
当

そ
の

他

他
会

計
補

助
金

他
会

計
借

入
金

固
定

資
産

売
却

代
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

工
事

負
担

金

地
方

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

37
年

度

57
.5

4

37
年

度

(J
)-

(K
)+

(L
)-

(M
)

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

地
方

債
残

高

健
全

化
法

施
行

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
22

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率(（

T）
/（

V）
×

10
0)

他
会

計
借

入
金

残
高

前
年

度
繰

上
充

用
金

形
式

収
支

翌
年

度
へ

繰
り

越
す

べ
き

財
源



５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

　毎年度、進捗管理を行い、また、最低でも５年ごとに見直しを
行うことにより計画→実行→検証→改善のＰＤＣＡサイクルを確
立し、本経営戦略の検証・更新を行っていきます。
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